


















 

§1.研究の全容 

 前年度に続き,われわれは,今日の母子保健・医療にかかわる諸問題を検討す

る中で,当面の課題を,現行の母子保健・医療システムを評価し,将来のシステム

設計のための目的関数を設定するための研究と,現行制度中各地域で開発され

つつある救急・緊急医療システムについて事例研究を通じて問題点を抽出し,

その上に立ってモデル設計を試みるための研究の二課題を選び,各協力者の分

担研究,協議の上に研究を展開した。以下にその該要をのべ,母子保健・医療シ

ステムのあるべき姿について,本研究の成果をふまえて暫定的な結論を報告す

る。 


